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 本時のねらい 

俳句の特徴について理解し、学習課題に沿って俳句を創作したり、互いの作品を批評・鑑賞したりする。 

 本時における 1人 1台端末の活用方法とそのねらい 

・書き直すことが容易で、作品を考える時間を確保することができる。 
・他の人（全員）の作品を見ることができ、自分の作品と比較することができる。 
・Power Point で作成することによって、文化祭、懇談会などの際、TV モニターにつないで展示することが容易にできる。 

 活用した ICT 機器・デジタル教材・コンテンツ等 

・タブレット PC       ・TV      ・Microsoft Teams    ・Power Point         ・Microsoft Forms 

 本時の展開 
 

学習の流れ 主な学習活動と内容 ICT 活用のポイント・工夫 

導入 

（5 分） 

・TV モニターで見本を見ながら本時のめあてや流れを確認
する。 
①PowerPoint を使用して、１枚のシートを作成する。 
②作成したシートを Microsoft Teams の中の共同作業

場所に貼り付ける。 
③Microsoft Formsでよかった句を一つ選んで投票し、感

想を書く。 

・共同作業場所（Power Point）に白紙のシートをクラスの人
数分作っておく。 
・感想を書く欄（Microsoft Forms）には、誰の俳句について
の感想かわかるように、選んだ俳句の番号を入力する。 
 
 

展開 

（35 分） 

①前時に自分が作った俳句の中から一つを選び、その俳句
に合った画像やイラストを添付した１枚のシート
（Power Point）を仕上げる。 

②作成したシートを Microsoft Teams 内の共同作業場
所（Power Point）に貼り付ける。 

③全員の作品を個々で鑑賞し、その中から一番よかった作
品を選んで投票する（Microsoft Forms）。また、視
点のおもしろさや表現の工夫、季語の選択など、良かった
ところについて４行以上書く。 

・著作権等について問題のないイラストをダウンロードするよう注意
を促す。 
・自分が創作した俳句に合うようフォントにもこだわり、大きさや色
使いも工夫するよう指示する。 
・共同作業場所に貼り付ける際には、自分の出席番号の箇所に
貼り付けるよう指示する。また、手直しをする際には、共同作業
場所のものに変更を加えることはせず、元のシートに手直しを加え
てから再度貼り付けるよう注意を促す。 
 

まとめ 

（10 分） 

・投票結果を発表し、支持者が多かった作品を TV モニタ
ーに映して全員で共有する。 

・他の作品を鑑賞して、表現の工夫で学んだことや今後参
考にしようと思ったことなどを振り返りシートに記入する。 

（Microsoft Forms） 

 
・振り返りシート（Microsoft Forms）に生徒各自で書き込ま
せ、送信する。 
 
 

 

 1 人１台端末を活用した活動の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 児童生徒の反応や変容 

今までは生徒が創作した俳句を鑑賞する際、短冊に筆ペンで書かせたものを黒板に貼って鑑賞するなどしていたが、字が小さく、後ろの方の生徒は見
にくいという欠点があった。また、ＴＶモニターに映して全員で鑑賞する際、自分が見たい作品をじっくり見ることができないという欠点もあった。しかし、1
人１台端末を利用することで２つの欠点を同時に解消することができた。また、文字だけでは意味を理解しづらい生徒にも俳句の内容を理解させるこ
とができ、文字を書いたり絵を描いたりすることが苦手な生徒も楽しみながら作品を作ることができた。 

 授業者の声～参考にしてほしいポイント～ 

画像（視覚）から俳句を作るということの方が多いと思うが、本時は俳句を作ってから画像を探すという順番で行った。その結果、シート作成の過程で
「この画像やったらこっちの表現の方がいいのでは？」と画像に触発されて作った俳句を推敲する生徒も多くおり、表現の仕方について深く考えるきっかけ
となった。なお、今回は一句のみだったので‘Forms を使用したが、二句以上投票させる場合はロイロノートを使用したほうが便利である。 

中学校 

３年 

写真１：選んだ画像に自分の俳句を書き入
れ、フォントの大きさを微調整している様子 

写真２：クラス全員の作品を見ながら、誰に
投票するか考えている様子 

写真３：選んだ作品に感想を書いている様
子 


